
告

示

平成™š年›月™˜日 木曜日 第œœ›˜号官 報
〇
法
務
省
告
示
第
百
九
十
八
号

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
七
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和

国
を
原
資
格
国
と
し
て
外
国
法
事
務
弁
護
士
と
な
る
資
格

を
承
認
し
た
。

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

氏

名

ミ
リ
ア
ム
・
ロ
ー
ズ
・
ア
イ
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ペ

ズ
・
ペ
レ
イ
ラ

生
年
月
日

千
九
百
七
十
五
年
十
月
十
四
日

国

籍

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国

〇
法
務
省
告
示
第
百
九
十
七
号

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
七
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
原
資
格
国
と
し
て
外
国
法
事
務
弁

護
士
と
な
る
資
格
を
承
認
し
た
。

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

氏

名

ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
ミ
ウ
ラ
・
ラ
ビ
ッ
ト
・
ト
ミ

タ

生
年
月
日

千
九
百
七
十
六
年
十
一
月
二
十
九
日

国

籍

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

〇
法
務
省
告
示
第
百
九
十
九
号

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
十
六

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
次
の
と

お
り
特
定
外
国
法
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

一

指
定
を
受
け
た
者

氏

名

ミ
リ
ア
ム
・
ロ
ー
ズ
・
ア
イ
ヴ
ァ
ン
・
ロ

ペ
ズ
・
ペ
レ
イ
ラ

生
年
月
日

千
九
百
七
十
五
年
十
月
十
四
日

国

籍

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国

原
資
格
国

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国

二

指
定
を
し
た
特
定
外
国
法

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る

特
別
措
置
法
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
よ
る
も
の

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
い
て
効
力

を
有
し
、
又
は
有
し
た
法

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
号

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
七
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
原
資
格
国
と
し
て
外
国
法
事
務
弁

護
士
と
な
る
資
格
を
承
認
し
た
。

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

氏

名

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
ー
テ
ィ
ン
・
タ
ー
ヴ
ォ

生
年
月
日

千
九
百
四
十
七
年
一
月
三
日

国

籍

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
一
号

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
七
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共

和
国
を
原
資
格
国
と
し
て
外
国
法
事
務
弁
護
士
と
な
る
資

格
を
承
認
し
た
。

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

氏

名

タ
マ
シ
ロ
・
デ
イ
ジ
・
ケ
イ
コ

生
年
月
日

千
九
百
六
十
年
五
月
二
十
八
日

国

籍

ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
二
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
五
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
者
が
行
う
民
間
紛
争
解
決
手
続
の
業
務
の

認
証
を
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
名
称
及
び
住
所

島
根
県
社
会
保
険
労
務
士
会

島
根
県
松
江
市
母
衣
町
五
十
五
番
地
四

認
証
年
月
日

平
成
二
十
三
年
四
月
五
日

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
三
号

福
島
富
岡
簡
易
裁
判
所
の
事
務
の
う
ち
刑
事
事
件
に
関

す
る
事
務
が
、
裁
判
所
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十

九
号
）
第
三
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年

四
月
二
十
二
日
か
ら
当
分
の
間
、
い
わ
き
簡
易
裁
判
所
に

お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
の
に
伴
い
、
福
島
富
岡
区
検
察
庁

の
事
務
は
、
そ
の
間
、
い
わ
き
区
検
察
庁
に
お
い
て
取
り

扱
わ
れ
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

〇
外
務
省
告
示
第
百
六
十
九
号

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
五
日
、
国
際
連
合
安
全
保
障

理
事
会
に
お
い
て
、
イ
ラ
ク
開
発
基
金
の
枠
組
み
等
の
六

か
月
後
の
終
了
に
関
す
る
次
の
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日

外
務
大
臣

松
本

剛
明

（
訳
文
）

二
千
十
年
十
二
月
十
五
日
に
安
全
保
障
理
事
会
が
そ
の

第
六
千
四
百
五
十
回
会
合
に
お
い
て
採
択
し
た
決
議
第
千

九
百
五
十
六
号
（
二
千
十
年
）

安
全
保
障
理
事
会
は
、

こ
の
決
議
に
附
属
さ
れ
て
い
る
二
千
十
年
十
二
月
八
日

付
け
イ
ラ
ク
首
相
発
安
全
保
障
理
事
会
議
長
宛
て
書
簡
に

留
意
し
、

イ
ラ
ク
に
お
け
る
前
向
き
な
進
展
及
び
現
在
の
状
況
が

決
議
第
六
百
六
十
一
号
（
千
九
百
九
十
年
）
の
採
択
時
の

状
況
か
ら
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
イ
ラ

ク
の
機
関
が
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、さ
ら
に
、

決
議
第
六
百
六
十
一
号
（
千
九
百
九
十
年
）
の
採
択
前
に

イ
ラ
ク
が
保
持
し
て
い
た
国
際
的
な
地
位
と
同
等
の
地
位

を
達
成
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
、

２

イ
ラ
ク
開
発
基
金
の
枠
組
み
の
更
な
る
延
長
を
要
請

し
な
い
と
い
う
イ
ラ
ク
政
府
の
決
定
を
歓
迎
及
び
確
認

し
、
さ
ら
に
、
こ
れ
が
イ
ラ
ク
開
発
基
金
の
枠
組
み
の

最
後
の
延
長
で
あ
る
こ
と
を
決
定
す
る
。

３

決
議
第
千
四
百
八
十
三
号
（
二
千
三
年
）
20
の
規
定

で
設
立
さ
れ
た
、
石
油
、
石
油
製
品
及
び
天
然
ガ
ス
の

輸
出
販
売
か
ら
の
全
て
の
収
益
は
イ
ラ
ク
開
発
基
金
へ

入
金
さ
れ
る
と
の
要
件
は
、
二
千
十
一
年
六
月
三
十
日

以
降
は
も
は
や
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
決
定
し
、
決
議

第
千
四
百
八
十
三
号
（
二
千
三
年
）
21
の
規
定
で
設
立

さ
れ
た
、
石
油
、
石
油
製
品
及
び
天
然
ガ
ス
の
全
て
の

輸
出
販
売
の
収
益
の
５
％
が
、
決
議
第
六
百
八
十
七
号

（
千
九
百
九
十
一
年
）
及
び
そ
れ
以
降
の
決
議
に
従
い

設
立
さ
れ
た
賠
償
基
金
に
入
金
さ
れ
る
と
の
要
件
は
引

き
続
き
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
、
さ
ら
に
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
に
対
し
て
な
さ
れ
た
石
油
、
石
油
製
品
及

び
天
然
ガ
ス
の
い
か
な
る
非
金
銭
的
支
払
い
も
そ
の
価

値
の
５
％
を
賠
償
基
金
に
入
金
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、

イ
ラ
ク
政
府
及
び
国
際
連
合
賠
償
委
員
会
の
運
営
委
員

会
が
、
賠
償
基
金
に
支
払
い
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
確
保

す
る
方
法
に
対
す
る
権
限
の
行
使
に
お
い
て
別
段
の
決

定
を
行
わ
な
い
限
り
、
上
記
の
要
件
は
イ
ラ
ク
政
府
を

拘
束
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
。

イ
ラ
ク
開
発
基
金
の
枠
組
み
の
更
な
る
延
長
は
要
請
し

な
い
と
い
う
イ
ラ
ク
政
府
の
約
束
を
再
確
認
す
る
イ
ラ
ク

首
相
発
書
簡
を
歓
迎
し
、
ま
た
、
同
書
簡
が
、
石
油
収
入

が
引
き
続
き
公
正
で
イ
ラ
ク
国
民
の
利
益
と
な
る
よ
う
使

用
さ
れ
る
こ
と
並
び
に
移
行
の
取
決
め
が
憲
法
並
び
に
透

明
性
、
説
明
責
任
及
び
誠
実
性
に
関
す
る
国
際
的
な
最
良

の
慣
行
に
従
っ
た
も
の
と
な
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
と
い

う
イ
ラ
ク
政
府
の
約
束
も
再
確
認
し
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
、イ

ラ
ク
の
資
源
が
、
イ
ラ
ク
国
民
の
利
益
の
た
め
に
透

明
性
及
び
説
明
責
任
を
も
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
保
す
る
よ
う
イ
ラ
ク
政
府
を
支
援
す
る
に
当
た
り
、
イ

ラ
ク
開
発
基
金
及
び
国
際
諮
問
監
視
理
事
会
の
重
要
な
役

割
並
び
に
決
議
第
千
四
百
八
十
三
号
（
二
千
三
年
）
20
及

び
22
の
規
定
を
認
識
し
、
ま
た
、
イ
ラ
ク
が
、
イ
ラ
ク
開

発
基
金
及
び
国
際
諮
問
監
視
理
事
会
に
替
わ
る
取
決
め
へ

の
移
行
を
完
成
さ
せ
る
必
要
性
を
強
調
し
、

国
際
連
合
憲
章
第
七
章
の
下
で
行
動
し
て
、

１

石
油
、
石
油
製
品
及
び
天
然
ガ
ス
の
輸
出
販
売
か
ら

の
収
益
を
イ
ラ
ク
開
発
基
金
へ
入
金
す
る
た
め
に
決
議

第
千
四
百
八
十
三
号
（
二
千
三
年
）
20
の
規
定
で
設
立

さ
れ
た
枠
組
み
及
び
国
際
諮
問
監
視
理
事
会
に
よ
る
イ

ラ
ク
開
発
基
金
の
監
視
の
た
め
に
決
議
第
千
四
百
八
十

三
号
（
二
千
三
年
）
12
及
び
決
議
第
千
五
百
四
十
六
号

（
二
千
四
年
）
24
に
規
定
さ
れ
る
枠
組
み
を
二
千
十
一

年
六
月
三
十
日
に
終
了
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
す
る
。
さ

ら
に
、
決
議
第
千
五
百
四
十
六
号
（
二
千
四
年
）
27
の

規
定
に
定
め
る
例
外
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
決

議
第
千
四
百
八
十
三
号
（
二
千
三
年
）
23
の
規
定
に
記

さ
れ
た
資
金
、
金
融
資
産
及
び
経
済
資
源
の
観
点
を
含

め
、
同
決
議
22
の
規
定
は
同
じ
期
限
ま
で
適
用
さ
れ
続

け
る
こ
と
を
決
定
す
る
。
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